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平成２８年度(第２回) 

福井県アンダーハンディキャップゴルフ競技大会  

 

日 程：平成２８年８月５日(金) 

場 所：越前武生カントリークラブ 

 

福井県ゴルフ協会 

 

ロ ー カ ル ル ー ル 

 

1. アウトオブバウンズ（規則２７-１） 

(ａ)アウトオブバウンズの境界は白杭または白線をもって標示する。    

(ｂ)現にプレーするホールにおいて、球がアウトオブバウンズの境界を越えて他のホールの

インバウンズに止まっていても、その球はアウトオブバウンズとする。    

2．ウォーターハザート（ラテラルウォーターハザードを含む）（規則２６） 

  （i）ウォーターハザードの限界は黄杭、黄線をもって標示する。線と杭が併用されている

場合は線がその限界を標示する。 

  （ii）ラテラルウォーターハザードの限界は赤杭、赤線をもって標示する。線と杭が併用さ

れている場合は線がその限界を標示する。 

・NO.４．５ホールにおいて、ウォーターハザードに打ち込んだ場合、そのままプレーするか、

１打罰のもとに現在プレーしているホールのドロップエリアからプレーすることが出来る。 

・NO.１６ホールの池に架かる橋はラテラルウォーターハザードとする。 

・NO.１６ホールにおいて、ラテラルウォーターハザード、または隣のホールに打ち込んだ場

合、そのままプレーするか、１打罰のもとにドロップエリアよりプレーすることが出来る。 

3. 修理地（規則２５－１） 

修理地は青杭を立て、白線をもってその限界を定める。 

(ａ)張り芝の継ぎ目；付属規則Ⅰ(Ａ)３ｅを適用する。(ゴルフ規則１６４ページ参照) 

スルーザグリーンの張り芝の継ぎ目(その芝自体を除く)は修理地とみなされる。しかし

ながら、継ぎ目がプレーヤーのスタンスの障害となっていても、それ自体は規則２５－

１に基づく障害とはみなされない。球がその継ぎ目の中にあるか、触れている場合、ま

たはその継ぎ目が意図するスイング区域の障害となる場合、規則２５－１に基づいて救

済を受けることができる。張り芝の区域内のすべての継ぎ目は同じ継ぎ目とみなされる。

このローカルルールの違反の罰は、２打。 

4.プリファードライ 

8 番ホール右サイド斜面の≪青・黄トラ杭≫で表示された地域は、区域内を「プリファード

ライ」とする。 

・競技者は区域内にある球に対し、拾い上げたあとその球を元の位置より 1 クラブレングスの

範囲内で、ホールに近づかない場所にプレースすることができる。（1 クラブレングスの範

囲内であれば区域外にプレースすることもできる。） 

・区域内にある球は拾い上げた際に、罰なしに拭くことができる。 

・球を拾い上げる前に、プレーヤーはその位置をマークしなければならない。 

・プレーヤーは自分の球を一度だけプレースすることができ、球がプレースされた時点でその

球はインプレーとなる。（規則２０－４参照） 

・球がプレースされた箇所に止まらない場合は、規則２０－３ｄが適用となる。 

・プレースした球がプレースした箇所に止まり、そのあとで球が動いても、罰はない。その球

は他の規則の規定が適用となるのでなければあるがままにプレーされなければならない。 

・プレーヤーが球を拾い上げる前にその位置をマークしなかったり他の方法（クラブで球を転

がす等）で球を動かした場合、プレーヤーは 1 打の罰を受ける。 
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このローカルルールの違反の罰は ２打。  

プレーヤーがこのローカルルールの一般の罰を受ける場合、このローカルルールによる罰

（１打の罰）を加える必要はない。 

 

5．動かせない障害物（規則２４-２） 

(ａ)排水溝 

(ｂ)人工の表面を持つ道路に接した排水溝(その道路の一部とみなす) 

(ｃ)動かせない障害物と定義づけされている区域に近接し白線が引かれた区域は、修理地で

はなく、その障害物の一部とみなす。 

(ｄ)距離標示円盤は動かせない障害物とする。 

（ｅ）バンカー内の排水施設（黒い煙突）は「動かせない障害物」とする。（規則２４-２を

適用） 

6.バンカー内の石は「動かせる障害物」とする。（規則２４-１を適用） 

7.スルーザグリーンにおいて猪の掘り起こし跡と見なされる区域についてはその境界をもって 

修理地扱いとする。（規則２５－１を適用） 

 

 

 

競 技 の 条 件 

 

１．ゴルフ規則 

日本ゴルフ協会ゴルフ規則とこの競技のローカルルールを適用する。 

２．参加資格 

プレーヤーは競技規定に定められた資格要件を満たさなければならない。 

３．競技委員会の裁定 

競技委員会は競技の条件を修正する権限を有し、すべての事柄について、この委員会の裁定

は最終である。 

４．使用クラブの規格 

(a)『適合ドライバーヘッドリストの条件・付属規則Ⅰ(B)１ａ』を適用する。（ゴルフ規則

１７６ページ参照）    

(b)溝とパンチマークの規格 

『２０１０年１月１日施行の溝とパンチマークの仕様とその競技の条件』（裁定４－１/

１）を適用する。（付属規則Ⅱ５ｃ注２ゴルフ規則１９８ページ参照、2016-2017 ゴル

フ規則裁定集７９ページ４－１/１参照） 

５．使用球の規格 

『公認球リストの条件・付属規則Ⅰ(B)１ｂ』を適用する。（ゴルフ規則１７７ページ参照） 

６．プレーの中断と再開 

(ａ)通常のプレーの中断(落雷などの危険の伴わない気象状況)については、規則６－８ｂ、

c、ｄに従って処置すること。 

(ｂ)険悪な気象状況にあるため、委員会の決定によりプレーが中断となった場合、同じ組の

プレーヤー全員がホールとホールの間にいたときは、各プレーヤーは委員会よりプレー

再開の指示が出るまでプレーを再開してはならない。１ホールのプレー途中であったと

きは、各プレーヤーはすぐにプレーを中断しなければならず、そのあと、委員会よりプ

レー再開の指示が出るまでプレーを再開してはならない。プレーヤーがすぐにプレーを

中断しなかったときは、規則３３－７に決められているような、罰を免除する正当な事

情がなければ、そのプレーヤーは競技失格となる。 

(ｃ)プレーの中断と再開の合図について 

通常のプレーの中断：短いサイレンを繰り返して通報する。 
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または、サイレンを使用せず本部より競技委員を通じてプレーヤーに連絡する。 

険悪な気象状況による即時中断：長いサイレンを 3 回繰り返し鳴らして通報する。 

プレーの再開：短いサイレンを 2 回繰り返し鳴らして通報する。 

７．練習 

ホールとホールの間の練習禁止(規則７注２)『規則付Ⅰ(B)５ｂ』(ゴルフ規則１８１ページ

参照) 

ホールとホールの間では、プレーヤーは最後にプレーをしたホールのパッティンググリーン

上やその近くで練習ストロークをしてはならないし、球を転がすことによって最後にプレー

したホールのパッティンググリーン面をテストしてはならない。ここここの条件の違反の罰の条件の違反の罰の条件の違反の罰の条件の違反の罰や処や処や処や処

置は『ゴルフ規則付属Ⅰ置は『ゴルフ規則付属Ⅰ置は『ゴルフ規則付属Ⅰ置は『ゴルフ規則付属Ⅰ((((BBBB))))５ｂ』を適用する５ｂ』を適用する５ｂ』を適用する５ｂ』を適用する。。。。（ゴルフ規則１８１（ゴルフ規則１８１（ゴルフ規則１８１（ゴルフ規則１８１ページ参照）ページ参照）ページ参照）ページ参照）    

８．移動 

  本競技は競技者全員が移動用の機器の使用を認める。 

９．キャディー(規則６－４注) 

  キャディーの使用禁止 

  正規のラウンド中、プレーヤーのキャディー使用は禁止する。 

10.スコアカードの提出（裁定６-６ｃ/１） 

  スコアリングエリア方式を採用する。 

11．タイの決定 

競技規定に定める。 

12．ゴルフシューズ 

正規のラウンド中、プレーヤーが金属製・セラミック製、または委員会がそれと同等と認め

た鋲を有するゴルフシューズを使用することを禁止する。この条件の違反の罰は競技失格この条件の違反の罰は競技失格この条件の違反の罰は競技失格この条件の違反の罰は競技失格

とする。とする。とする。とする。    

13．競技終了時点 

競技委員長の成績発表がなされた時点をもって終了したものとみなす。 

14．競技の短縮 

  委員会は、コースの状況により適正なるプレーが不可能と判断した時、競技方法に定めてあ

るラウンド数を短縮することができる。 

 

注 意 事 項 

 

１．競技の条件やローカルルールに追加、変更のあるときは、スターティングホールのティーイ

ンググラウンド付近に告示する。 

２．競技の条件１２項で規制されるシューズ以外でもパッティンググリーンに著しく損傷を与え

るシューズは使用禁止とすることがある。 

３．プレーの進行に留意し、先行組との間隔を不当にあけないよう注意のこと。プレーを不当に

遅らせた場合は、ペナルティを課す。 

４．競技委員会は競技中を含めいつでも、出場に相応しくないと判断したプレーヤーの参加資格

を取り消すことができる。 

５．パター練習は指定練習場にて行う。打ち放し練習場はありませんのでご協力ください。 

６．ティーマーカーは男子 青色、女子 赤色とする。 

７．プレー中、帽子を着用すること。 

８．福井県ゴルフ協会ならびに会場クラブの服装規定を遵守すること。 

９．コース内は、携帯電話の使用をしないこと。（ただし、緊急時は除く） 

 

 

 

競技委員長  山 岸 眞 
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指 定 練 習 日 

 

7 月 28 日（木）29 日（金）8 月 1 日（月）2 日（火）3 日（水）4 日（木）は、連盟料金（会

場倶楽部会員並扱い）とする。ただし、8 月 4 日（木）は午後 3 時までにプレーを終わること。

指定練習のスタート時間は前もって、越前武生カントリークラブに申し込み予約すること。 

ＴＥＬ  ０７７８－２９－２２０１ 

 

 

 

 

本競技 距離表 

HOLE 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 TOTAL 

Par 4 5 3 4 4 3 5 4 4 4 3 4 5 4 4 3 5 4 72 

青ティ 379 504 161 305 389 151 503 364 344 364 155 335 475 344 370 150 532 413 6,238 

赤ティ 343 450 107 254 333 128 451 315 300 293 133 307 424 224 319 107 479 333 5,300 

 

 

 

 

 


